






































































































































































紙調査は、各トラックの歴史の授業におけるランダム・サンプリングによって選ばれた、全体の 3 分の 1 の
192人の生徒に対して実施された。質問内容は、進路希望や両親の教育的・職業的背景である。インタビュー
調査は、質問紙調査に回答したサンプルの中から層化無作為抽出法で選ばれた50人の生徒に対して行われて




















































計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0














































































































録を利用することにより、生徒 1 人 1 人のカリキュラム・トラッキングの具体的な状況を把握することがで
きる。他には、成績や学校生活の状況、進路希望の推移、卒業後の進路先などの情報が利用できる。これら
の学校文書の活用により、生徒が科目選択や進路選択に至る実際の過程を具体的に分析できる。質問紙調査
は2004年度にA校に入学した生徒200人全員を対象に、 3 年次になった2006年度まで計 3 回実施された。回答
は個人の実態や意識を追跡するために記名式とし、選択科目や進路希望に加え、学校生活に対する意識など
を聞いた。ローゼンバウムのデータではサンプリング調査であったが、本研究は対象生徒全員に質問紙調査
を実施しているのが特徴である（6）。インタビュー調査は、卒業後の進路選択を控えた 3 年次の 7 月から 8 月
にかけて行われた。インタビューの対象者は、質問紙調査で卒業後の進路を「未定」とした生徒を中心に 6














表 2 　現実トラック（ 2 年次）と認識トラック（ 2 年次）の関係（N=191）
認識
普通（大学） 工業（職業） 商業（職業） 福祉（職業） 当てはまらない
現実
普 30 0 5 29 22
工 0 54 0 0 4
商 1 0 11 0 1





















































































を学び、「産業社会と人間」という科目の中で進路学習や科目選択を行う。そして、 2 年次から 4 つの系列
に沿った選択科目（普通科目と専門科目から成る）を中心に学ぶことになる。調査当時は「環境工学」とい
う系列を含め 5 系列あったが、2007年度からは「環境工学」を「生産技術」に統合し 4 系列となっている。
本稿においても「環境工学」選択者が極端に少ないため「生産技術」系列に含め、 4 系列としている。
（ 6 ） 3 回の質問紙調査では、長期欠席者などを除いた在籍者全員に調査票を配布し、そのすべてを回収した。第




人（20.9％）、専門学校39人（20.4％）、フリーター 6 人（3.1％）、その他 2 人（1.0％）となっている。























































The Possibility of School Studies using “Grass-Roots Research”
　 Reference to Rosenbaum’s Methodology 　
KONISHI Naoyuki
This study considered the methodology of Japanese school studies by referring to Rosenbaum’s 
case study in the United States. Rosenbaum proposed “grass-roots research” as a substitute for 
the large-scale surveys that had prevailed in school studies back then. “Grass-roots research” 
refers to a general method that focuses on the use of school records and combines questionnaire 
surveys and interviews. By using this type of research, we can clarify the actual condition of 
course choices in schools. Moreover, we can widely apply Rosenbaum’s methodology to clarify 
not only the problem of course choices but also other problems concerning education and 
schools. In earlier Japanese school studies, quantitative, qualitative, and mixed-method research, 
which is a combination of the former two, were seen; however, the method of “grass-roots 
research” has yet to be applied. We can apply the methodology of this type of research to the 
problems of course choices in Japanese “Sogo Gakka” senior high schools, whose forms of course 
choices are similar to those of American comprehensive high schools. This paper concludes with 
the possibility of future changes in the study of Japanese senior high schools.
